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 論文題名 
A simple method for evaluation of aqueous humor dynamics “A weight on-off test” in 
patients with glaucoma 
おもり試験による房水循環動態の検討 
 研究目的 
   緑内障治療において眼圧は重要な因子である。眼圧を構成している房水産生と流出
路抵抗の房水循環動態を測定する従来の器機は操作が煩雑で日常診療で行うのは難
しく、普及していない。そこで今回おもりを眼球に載せることで一時的に眼圧が下が
る性質を利用して、簡易的に房水循環動態を測る『おもり試験』を考案し検討した。                                                                                                       
 研究方法   
   当院通院中の緑内障患者（開放隅角緑内障：124 名 227 眼、閉塞隅角緑内障：16
名 29 眼、偽落屑緑内障：17 名 29 眼）及びコントロール群として白内障患者 93 名
125 眼に対しおもり試験を行った。おもり試験とは仰臥位にて眼圧を測り（負荷前眼






を定義した。                                                                                                               
研究成績及び考察 
   緑内障患者で有意に眼圧下降率（%）が低下、すなわち流出路抵抗が高い結果とな
り、従来の測定機器の結果と相関した。また房水産生量は緑内障患者で多い傾向とな
った。開放隅角緑内障ではプロスタグランジン点眼使用患者で房水産生能が低下して
いる傾向であった。                                       
結論 
   おもり試験は房水循環動態の傾向を測る簡便な検査として日常診療で有用である
ことが示唆された。                                       
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論文題名 
A simple method for evaluation of aqueous humor dynamics  
“A weight on-off test” in patients with glaucoma． 
（おもり試験による房水循環動態の検討） 
結果の要旨 
緑内障は眼圧上昇により不可逆性の視神経障害を呈するもので、治療において眼圧の制御
が最も重要な因子である。眼圧は房水の産生量と排出（流出路抵抗）のバランスすなわち
房水循環動態によって規定されている。従来の房水循環測定機器は操作が煩雑で日常診療
での使用が困難である為、日常診療で実践的な検査として使えない。 
本研究では眼球はおもりをのせることで眼圧が下がる性質を利用し、簡便に日常臨床で
房水循環動態を測定しうる新しいおもり試験を考案した。その結果，房水流出路抵抗に関
しては従来の機器と同様の精度の結果が得られ、さらに従来機器では測定できなかった房
水産生を加味した房水循環をも測定できることがわかった。実際の緑内障患者に対して本
試験を施行した結果、緑内障の病態の違い、使用する薬剤に対する治療効果および手術適
応の選択などに有用である可能性が示唆された．以上より本研究成果は新たな検査法の確
立により緑内障の臨床病態治療研究に広く応用しうる優れたもので医学博士授与に値する
と審査委員全員から評価された。 
 
 
